
道徳の授業づくりで大切にしたいことは、道徳科の目標を踏まえ、道徳的価値に基づいた
上で児童生徒に何について考えさせ、何に気づかせたいのかを教師が明確にもつことです。

「人は難しい」から、
気持ちが伝わらない
こともあるかもしれ
ないけど、ぼくは必
要だと感じたら声を
かけたいな。

相手の立場や思い
があるから、周り
の様子をみたり、
見守ったりする方
法もあるかもしれ
ないな。

学んだ道徳的価
値に基づいて、
自分の行動への
価値付けができ
るような展開の
工夫が必要です。

「特別の教科 道徳」

ゴールの姿を明確にした授業づくり
西部教育局
お役立ち情報
令和２年９月号

学習活動に沿った振り返りをイメージする

生徒の今後の考えや行動へつながる展開の工夫をする

指導案を作成する際にも、「授業づ
くりのポイント１～３」を意識して
みてください。

〇資料の提示
の仕方
〇役割演技
〇学習形態 等
（個・グループ）

展開の工夫例

「授業づくりのポイント」を意識しながら教材研究をすることで、
本時で学ぶ道徳的価値をより焦点化することができます。

資料名：「席を譲ったけれど」（中学校１学年）Ｂ－（６）思いやり，感謝
本時のねらい：資料を通して，他者への思いやりとは何かを考えさせ，感謝と思いやり

の心をもって行動しようとする実践意欲と態度を育てる。

内容項目の確認をすることで，本時で目指す生徒の姿をより具体化したり、発達段階に合
わせた内容を焦点化したりすることができます。

◎学習指導要領解説で
確認する

重点を置く内容項目の確認をする

Ｐ．３６参照

四つの視点

内容項目

内容項目の概要
の中に、中学校3
年間に学ぶこと
が必要と考えら
れる道徳的価値
が含まれています。

小学校6年間と中
学校3年間を視野
に入れ、各学年の
指導において、常

に全体の構成や
発展性を考慮し
て指導していくこ
とが大切です。

人間としての生き方についての
考えを深めている生徒の姿

解説Ｐ．１４～１８参照解説Ｐ．36、37参照


